
　 　
松阪地域 在宅医療・介護連携拠点の今年度の事業計画

第12回 多職種勉強会を開催しました！

第1回「わおん」川柳　　＊テーマ『夏の思い出』＊

松阪地域 在宅医療・介護連携拠点は、今年の4月で3年目を迎えました。1年目、

2年目に行ってきたことをさらに進め、新たなことにも取り組んでいきたいと思います。

新型コロナウイルスの影響により、計画の内容や時期の見直しが今後も必要です

が、現時点での今年度の取り組みについて紹介します。

≪松阪地域 在宅医療・介護連携推進事業≫

（連携拠点が行っている５つの重点項目について）

【地域の在宅医療・介護の資源の把握】

・今までに集めた情報の更新や新たな情報の収集を行い、専門職に発信します

・アンケート等で地域の専門職が求めている情報を把握します

【切れ目のない在宅医療と介護提供体制の構築推進】

・地域の実情を知るため、在宅医療・介護に関するデータの収集、分析を行います

【医療・介護関係者の情報共有支援】

・情報共有システム「すずの輪」の活用促進に向けた取り組みを継続していきます

・「医療・介護連携ハンドブック」を発行します

・広報紙「わおん」を2回/年発行し、連携拠点の取り組みを発信します

【在宅医療・介護に関する相談支援】

・医療・介護関係者からの相談を受け付けます

・相談窓口についての周知を行います

【医療・介護関係者の研修】

・多職種勉強会を開催します

話題提供では、「シリーズ 連携がうまくいく

コツ いかない理由② 『3病院の入退院時連

携を知る』」をテーマに、松阪地域の3つの急性

期病院（済生会松阪総合病院・松阪中央総

合病院・松阪市民病院）の退院調整看護師

と医療ソーシャルワーカーの方々から入退院連

携の取り組みについてお話をしていただきました。

入院時に退院支援の必要性を判断するため

にスクリーニングを行っていることや、必要に応じ

て退院後訪問を行い、退院後のフォローを継

続していることなど、知っているようで知らないこ

とがたくさんありました。共通した入退院連携の

流れや、それぞれの病院の特色についても知る

ことができました。

～参加者の方々の感想～ （勉強会アンケートより抜粋）

・急性期病院の入退院時の連携について、具体的にどういった働きかけが行われ

ているかを知ることができて良かった。

・改めて入退院時の支援を学ぶ機会になった。立場が変われば、視点も違うこと

が分かった。

・入院時連携シートが活用されていることが分かった。

・在宅サービス側の意見、病院側の意見、どちらも聞けて視野が広がった。

2/5(金)に多職種勉強会を開催しました。松阪地域の医療や介護の専門職165名

に参加いただきました。

グループワークでは、話題提供を通じての感想、質問、

提案について話し合いました。普段から入退院連携に

関わる機会の多い専門職の方だけでなく、あまり関わる

ことがない方々にとっても、それぞれの立場で入退院連

携について、知る機会になりました。

今年度は、このような内容で取り組んでいます。よろしくお願いいたします。

地域の専門職の方々にも広報紙に関わっていただき、少し和む内容を盛り込みたいと

の思いから、今号より川柳を募集しました。たくさんご応募ありがとうございました。

その中から3作品を選ばせていただきました。他にも楽しい作品がありましたので、いつか、

どこかの機会で紹介させていただきます。
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連携拠点からのお知らせ医療・介護連携ハンドブックについて

多職種紹介リレー

松阪地域 在宅医療・介護連携拠点

〒515-0076 松阪市白粉町363番地

（松阪地区医師会館1階）

TEL:0598-25-3070 FAX:0598-25-3071

メール:ks-shien@city.matsusaka.mie.jp

◇月～金 9:30～16:00◇

あとがき

わおんは第4号となり、前回までの

広報紙と少し雰囲気が変わりまし

た。地域の専門職の方々にもご参

加いただき大変うれしく思います。

これからもどうぞよろしくお願いいたし

ます。次号は冬を予定しています。

2/19(水)には、令和元年度第2回目のまつさか医療～顔の見える連携会議実務

者検討委員会が開催されました。わおん第2号、第3号でもお伝えした昨年度から取

り組みを行っている「医療・介護連携ハンドブック」の内容について、具体的な検討を

行いました。特に、入院時・退院時に病院と在宅・施設で共有したい情報について、

意見交換を行いました。この実務者検討委員会や顔の見える連携会議、多職種勉

強会等で得られたさまざまな意見を反映し、ハンドブックの年内完成を目指しています。

■相談支援について

連携拠点では、在宅医療や介護に携わる専門職の方々からの在宅医療・介護に

関する相談を受け付けています。相談内容によって、関係する機関につなげたり、情報

提供等を行っています。窓口や電話等で受け付けておりますので、在宅で療養を希望

される方の医療・介護のサービスに関する情報や連携でお困りの際は、ご相談ください。

■情報共有システム「すずの輪」について

地域の在宅医療・介護の資源で、こんなリストがあると便利、こんな情報がほしいと

いったご要望がありましたら連携拠点までお寄せください。掲載情報は、文書でも提供

が可能です。ご希望の際にはお気軽にご連絡ください。

松阪地域では、在宅で療養されている方々を支える専門職の情報共有をスムーズに

するために、インターネットを活用した情報共有システム「すずの輪」を2018年度より導入

しています。システム使用者は494名（R2.6.30時点)です。

導入3年目を迎え、さらなる利用促進のための取り組みを継続していきます。利用をお

考えの方やお問い合せに関しましては、連携拠点までお願いいたします。

連携拠点が、「すずの輪」を通じて発信している情報について紹介します。

*システムに関わるマニュアルや各種手続きに関すること

*多職種勉強会に関すること(勉強会の案内、勉強会まとめ)

*省庁・県からの案内や通知

(介護保険制度に関する通知や手続き、

コロナウイルスに関する通知、令和2年度診療報酬改定に関すること 等)

*松阪地域及び周辺の資源

(松阪市内事業所一覧、難病拠点病院・支援病院一覧、喀痰吸引等事業所登録 など)

*松阪地域の医療・介護事業所の地図

*広報紙「わおん」、その他拠点からのお知らせ

また、今年度は「すずの輪」のシステム利用者を対象とした、アンケートを

実施します。システムの活用状況や使用している感想などについてご意見

をいただき、今後の取り組みに活かしていきたいと考えています。

ご協力をよろしくお願いいたします。

今号から、リレー形式で地域の専門職の方々の紹介をしていきます。バトンは紹

介者から次の紹介者へ、自分の職種とは違う職種から職種へとつないでいくことで

様々な分野へとつながりの輪が広がっていくことを期待しています。また、このコーナー

は、職種の紹介というよりは、個人の紹介に重点を置いています。普段の関わりの

きっかけづくりのひとつとしても役立てていただけたらと思っています。

バトンをつなぐ最初の走者は、松阪地区医師会会長の小林昭彦先生です。

小林先生からバトンを受け取っていただいた方を次号で紹介します。お楽しみに。

皆さんこんにちは。このコーナーの第一走者となりました。

では早速、スタートです。

私は医師会で20年余り、介護部門の事をさせて頂きました。一

昨年には、新しい医師会館内に、在宅医療・介護連携拠点と認

知症初期集中支援チームが開設されました。これらのシステムの

充実により、高齢者の方が、住み慣れた地域で自分らしく生活し、

医療・介護を続けて受けられるよう支援していきたいと思います。

さて、私の趣味は野球観戦です。これまで、年に1、2回、甲子園球場に足を運ん

できました。青い空と緑の芝生を見て、スタンドを吹き抜ける浜風に身を委ねる時は、

至福の境地に包まれます。銀傘にこだます六甲おろしと、ユーモアたっぷりの野次を聞

くのも大好きです。

毎年ドラフト会議で選ばれてプロの道に進めるのは、12球団で100人足らず。その

中で、一軍のベンチに入れるのは、25人。さらに、スターティングメンバーとしてプレーし

ている選手の技術は一流です。そんな選手たちがチームとして戦う試合は、筋書きの

ないドラマです。1回から9回まで、まるで勝利の神様が操る

ように、試合の流れは変わっていきます。ワクワク、ドキドキ、

ハラハラしながらドラマは進みます。

このドラマ、いつもハッピーエンドではないんですよね。負けた

時は、辛抱というおまけまで付いてしまいます。

今年はコロナ禍の影響で試合数が少なくなってしまいました。残念です。それでも

時間の許す限り、テレビの前で、一喜一憂しているのだろうと思います。


